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本の内容

天皇、将軍、大名たちが填った浮世絵を検証。浮世絵のイメージは、江戸庶民のもの
、庶民文化の所産というものです。では、浮世絵は本当に庶民や、ほんのひとにぎり
の好事家たちだけのものだったのでしょうか。庶民ではない人々、つまり京の都に暮
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らす天皇や公家、江戸の将軍や大名は、生涯無縁であり続けたのでしょうか。答えは
、否です。江戸期の貴人たちが浮世絵を楽しみ、収集していた事実を、直接あるいは
間接的に証明できる史料や作品が、近年の研究によって明らかになってきました。ど
こにも書かれていない角度、視点から、その実像を検証し、まさに浮世絵への先入観
、常識を覆して再発見する本です。重要文化財や御物などの逸品・絶品をカラー図版
で提示し、立体的に浮き彫りにしています。

江戸時代の庶民が愛した浮世絵を、貴人たちが楽しみ収集した事実を数々の作品や史
料をあげながら検証。浮世絵への先入観、常識を覆して再発見する本。
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